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10月 22日 15時

10月16日3時にカロリン諸島で発生した台風第21号は、発達しながらフィリピンの東海上を北
上し、21日には超大型で非常に強い勢力となり、非常に強い勢力を保ったまま日本の南を北上し
た。台風は、23日03時頃に超大型の強い勢力で静岡県御前崎市付近に上陸した。その後、暴風域
を伴ったまま関東地方を北東に進み、23日09時には福島県沖に抜け、23日15時に北海道の東で温
帯低気圧に変わった。その後発生した台風第22号は、10月29日21時頃関東地方に接近し、東北沖
で温帯低気圧に変わった。

茨城県内では、10月21日から23日にかけて、台風第21号や前線の影響により22日昼前から雨が
強まりはじめ、1時間降水量が鹿嶋で18.5mm（22日15時00分）の強い雨となった。20日12時から
23日15時までの総降水量は、鹿嶋で189.0mmなど大雨となった。23日には風が強まり、鹿嶋で南
南東26.4m/s（03時40分）の最大瞬間風速を観測した。広い範囲で大雨となり、各地で暴風や高
波となったため、人的被害、浸水害及び土砂災害、高波による沿岸施設等への被害などが発生し
たほか、交通機関やライフラインにも大きな影響があった。

その後の台風第22号の影響により28日昼過ぎから雨が降り始め、霞ヶ浦流域で約86mmの降雨を
記録した。

気象庁水戸気象台 平成29年台風第21号に関する茨城県気象速報 より

■ 気象概要

－ 気象・水文の状況 －

10月22日 15時

降水量分布図

平成29年10月20日12時～23日15時

台風第21号経路図 気象衛星赤外画像 気象レーダ画像

台風第２１号・第２２号洪水概要
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台風第２１号・第２２号洪水概要
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台風２１号・２２号洪水概要

常陸川水門下流（利根川）で、観測史上４番目の水位を観測！！
～常陸川水門により利根川からの洪水の逆流を防止～

関東地方を縦断した台風21号とその前から続いた前線降雨及び台風２２号は、霞ヶ浦流域で約２５３mmの雨を降らせました。
また、利根川上流域にも多くの雨をもたらし、平成29年10月24日9時の常陸川水門下流側(利根川)の水位はY.P.+２.８３mまで
上昇しました。霞ヶ浦の計画高水位（Y.P.+２.８５m）とほぼ同じ水位です。
この時の常陸川水門上流側（霞ヶ浦側）の水位はY.P.+１.８７m。常陸川水門により利根川からの洪水流を堰き止め、常陸川
に逆流するのを防ぎ、洪水被害を防ぎました。

※常陸川水門とは

・霞ヶ浦(西浦)や北浦の水は常陸利根川に流入し、利根川へ合流しています。その利根川合流部（茨城県神栖市）に昭和38年に設置されたのが常陸川水門です。
・常陸川水門の目的： ①利根川からの洪水の逆流を防止する（治水）。②塩分の遡上による塩害を防止する（利水）。③水位を調整し取水量の安定を図る（利水）。

昭和１６年洪水（利根川からの逆流による洪水）の様子
［常陸川水門設置以前］

土浦市内

利根川の水位が常陸川の水位より高い場合、利根
川の水が逆流して霞ヶ浦に流れ込み、霞ヶ浦の水
が溢れて霞ヶ浦周辺の平地部に洪水被害を引き起
こします。

利根川の洪水が常陸川水門によって堰き止めら
れ常陸川に逆流するのを防ぎ、洪水被害を防ぎ
ます。

常陸川水門がなかった場合常陸川水門がある場合

常陸川水門下流の状況［水門により利根川からの逆流を防止］

利
根
川

利根川河口堰 常陸川水門

逆流を防止

利根川側

水門上端

３

撮影：平成29年10月24日9時頃

撮影：平成29年10月24日11時頃



最大風速19.8m/s

（湖心）10/23．6:00

・・・想定浸水範囲

河岸洗掘（L=100m）

西浦中岸23．0k+100m

 かすみがうら市田伏地区は、背後地が低く出水時には内水被害が頻繁に発生することから、管内の出張所に配置した可般
式ポンプによる予防排水を実施。

 ポンプ稼動により、内水を防除し堤内地の浸水を防止。
 排水時間 平成29年10月23日1:15～16:00（約15時間）
 排水ポンプ能力（総放水量） ５m3/min（4,425m3）

排水箇所図 写真

波浪による洗掘状況

排水状況

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

内水氾濫による家屋浸水の予
防排水を15時間にわたり実施。

22日17:00から23日6:00にかけて、15m/s
を超える強風（S~NE）が続き、高波浪によ
り法面洗掘が約100m発生。

台風第２１号・第２２号洪水概要

４



 霞ヶ浦の水位は前川の計画高水位(計画している水位)を超える水位まで上昇しましたが、前川水門の
操作により前川への逆流を防除しました。

 前川排水施設では、水位上昇前からの予防排水を含め総稼働時間71時間、総排水量約114万m3を排
水し、潮来市内の内水被害の発生を防除しました。（11月1日 9時）

位置図 排水施設の効果

前川排水施設は前川の内水による浸水を防止・抑制するために建設された施設です。仮に前川排水施設
がなかった場合には、平成16年10月洪水程度の浸水被害が発生したと想定されます。

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

前川排水施設

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ
（7.2m3/s）→

■平成16年洪水での浸水範囲

浸水家屋
（戸）

浸水面積
(ha)

H16.10洪
水

２１ １８

H29.10出
水

０ ０

０戸

純
減

０
ha

純
減

排水状況のイメージ

指定区間約3.1km

台風２１号・２２号洪水概要
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次 時限 時限タイトル 主な活動内容 試行授業日程

1時限目 川の水のはたらき
・ふだんの川と増水した川の様子を比較して、違いを話し合う。
・増水した川が濁っている理由について話し合う。

10月17日（火）
10：25-11：10

2時限目
・流れる水のはたらきと土地の変化について予想を話し合う。
・流水実験を行い、記録する。

10月26日（木）
8：30-9：15

3時限目
・前時の流水実験の記録から、気づいたことを話し合う。
・流れる水のはたらきについて話し合う。

10月26日（木）
9：20-10：05

4時限目
・曲がった川の外側と内側の流れの違いについて話し合う。
・動画により、川の侵食・運搬のはたらきを確認する。

10月27日（金）
13：35-14：20

5時限目
・波の浸食について話し合う。
・波浪実験を行い、波浪による浸食について調べる。

10月30日（月）
10：25-11：10

二次 1時限目 上流の石と下流の石
・川の上・中・下流の石を比較し、違いを話し合う。
・違いがある理由について話し合う。
・動画で確認する。

10月30日（月）
11：15-12：00

三次 1時限目 川の水の量と土地のようす
・降水量と川の水位の変化に伴う流れる水のはたらきの変化を話し合う。
・水の被害が起こるメカニズムについて知る。

11月6日（月）
13：10-13：55

1時限目 水のひがいに備える工夫①
・水の被害を防ぐための工夫について話し合う。
・映像により、水の被害を防ぐ施設のメカニズムを知る。

11月8日（水）
9：20-10：05

2時限目 水のひがいに備える工夫②
・水の被害に備える工夫をしても被害が起きてしまう理由について話し合う。
・これまでの学習を生かして、実践につながる具体的な避難行動を考える。

11月 15日（水）
9：20-10：05

3時限目 たしかめよう ・教科書の「たしかめよう」により、これまでの学習内容を確認する。
11月17日（金）
13：35-14：20

一次

流れる水のはたらき①

流れる水のはたらき②

四次

霞ヶ浦流域での防災教育支援(H29支援対象：稲敷市)

試行授業は以下日程にて実施。

１．河川防災教育スケジュール(稲敷市立あずま東小学校５年生)
◆理科 「流れる水のはたらき」

★公開授業

1
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次 時限 時限タイトル 主な活動内容 試行授業日程

1時限目 東日本大震災①-1
2月14日（水）
11：15-12：00

1時限目-2 東日本大震災①-2
2月16日（金）
9：20-10：05

2時限目 東日本大震災②
・身近な地域で自然災害が起きたらどうなるかを考える。
・水害によって自分たちの生活にどのような影響があるかを話し合う。

2月15日（木）
8：30-9：15

3時限目 災害を防ぐために
・水害から街や人々を守るためにどのような取り組みが行われているか、水害
を防ぐ施設、働く人たちのことを学ぶ。

2月21日（水）
9：20-10：05

4時限目
地域のみんなで自然災害を防
ぐ

・水害が起きたときにどこに避難すればよいかを予想する。
・地域の水害ハザードマップの読み方を学び、生活圏にどのような影響がある
のかを考える。

2月22日（木）
8：30-9：15

5時限目 自分たちにできること
・水害ハザードマップを見て、水害から自分の命を守るためにどうしたら良いか
を考える。
・自分の命を自分で守るために、日頃から準備できることは何かを考える。

2月23日（金）
13：35-14：20

－

・日本ではどんな自然災害が起きているのかを予想する。
・自然災害が起きやすい場所や特徴について話し合う。
・災害の発生場所を示した地図を見て、災害が全国で発生していることを知
る。

霞ヶ浦流域での防災教育支援(H29支援対象：稲敷市)

●打合せは以下の日程で実施。
・2月14日(水)授業前・・・教材の最終チェック

２．河川防災教育スケジュール(稲敷市立あずま東小学校５年生)
◆社会 「自然災害を防ぐ」

★公開授業

●試行授業は以下日程を予定。
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霞ヶ浦流域での防災教育支援(H29支援対象：稲敷市)

①発問計画

②板書計画

③ワークシート ④授業用教材

３．作成した教材等：５年理科 「流れる水のはたらき」
①発問計画、②板書計画、③ワークシート、④授業用教材 を作成した

3



霞ヶ浦流域での防災教育支援(H29支援対象：稲敷市)
４．作成した教材等：５年社会 「自然災害を防ぐ」

①発問計画

②板書計画

③ワークシート ④授業用教材

①発問計画、②板書計画、③ワークシート、④授業用教材 を作成した

4
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平 成 ３ ０ 年 ２ 月 ２ ６ 日 

水管理・国土保全局防災課  

 
防災カードゲーム『このつぎなにがおきるかな？』 

New リリース！ 
 

子供たちが遊びながら防災について学ぶことができるカードゲーム『このつぎな

にがおきるかな？』をリリースします。 

地震の揺れがおさまり帰宅したら津波が家に！ドアの外に水がたまると玄関が

開かなくなる！津波や水害が発生したときに起こる危険な状況をカードゲームに

しました。 

防災教育の時間、休み時間や放課後に、みんなでワイワイ遊んで防災力を身につ

けよう！ 

 

○国土交通省では、防災教育に対し様々な支援を実施しています。 

○津波や水害が発生した時に起きる危険な状況を、全６０枚の 

カードゲームにしました。 

○下記HPに、印刷用データ（市販の名刺カードや葉書用紙に印刷 

できます）と遊び方を掲載していますので、ぜひ印刷してご活用 

ください。 

http://www.mlit.go.jp/saigai/saigai01_tk_000005.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】  
国土交通省水管理・国土保全局防災課 

課  長  補  佐     竹村 雅樹  TEL:03-5253-8111（内線 35-739） 

企 画 係 長     天井 洋平                 （内線 35-742） 

03-5253-8457（直通） 

FAX:03-5253-1607  

kt692029
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防災カードゲーム 
 
 

「このつぎなにが 
 おきるかな？」  

 

の遊び方  



防災カードゲーム「このつぎなにがおきるかな？」の遊び方 
 

１．おおまかな遊び方  
 

１）カードの種類 

このカードには、「すいがい」編と「つなみ」編があります。 

両方、またはどちらか片方でも遊ぶことができます。 

 

２）カードの構成 

  全体６０枚 

 

  ・「すいがい」（２９枚） 

 １～７組（１組あたりＡ～Ｄの４枚）   ２８枚 

 

         「これぐらいならだいじょうぶかも・・・」 １枚 

 

 

  ・「つなみ」 （２９枚） 

  １～７組（１組あたりＡ～Ｄの４枚）   ２８枚 

 

         「これぐらいならだいじょうぶかも・・・」 １枚 

 

 

  ・表紙カード                      １枚 

 

・お問い合わせ先                  １枚 

    

３）遊べるメニュー 

  

例① なにがおきるか ならべてみよう！（防災７ならべ） 
 
例② とるとるカード！        （防災かるた） 
 
例③ だいじょうぶでは ありません！ （防災ババぬき） 
 

 

 このほかにも、みなさんで考えてみて下さい。 

  

２．遊び方（ルール）  
 

例① 【なにがおきるかならべてみよう！】（防災７ならべ） 

※トランプの「7 ならべ」に似たルールです 
 
１）人数の目安 
  ２～６人（両方のカードを使う場合） 
  ２～４人（片方のカードを使う場合） 
 
２）進め方 
① Ａと書かれたカードを場にならべます。 

「すいがい」１～７、「つなみ」１～７の番号順に横に並
べます。 
（「すいがい」と「つなみ」の両方を使うことができます。
片方だけでも遊べます。） 
 

② プレイヤー全員に、5 枚程度均等にカードを配ります。 
余ったカードは裏面にして山札カードにします。 
 

③ じゃんけん等で最初のプレイヤーが、手持ちカードの中からＢと書かれ
たカードを場に出ているＡのカード（同じ組のカード）にならべて出す
ことができます。 
同じ組のカードで、Ｂ→Ｃ→Ｄと続くカードを持っている場合は、１回
の中で続けて出すことができます。 
無い場合は山札カードを引き、Ａのカードに続くカードがあれば置くこ
とができます。なければ引いた山札カードを手持ちカードにして（1 枚
増える）、次の人にパスします。 
 

④ 2 番目以降のプレイヤーは、③の繰り返しです。 
 
⑤ Ｄのカードを出したプレイヤーは、ＡＢＣカードのコメ

ントと、Ｄカードの「！」マークコメント（避難するた
めの注意事項）を声に出して読み上げて下さい。 

 
⑥ 最初に手持ちカードが無くなったプレイヤーが勝ちです。 

 
３）振り返り 
・ 並べられたＡ～Ｄまでのカードをもとに、水害や津波から気をつけるこ

と、逃げるための注意事項について、気づいたことを話し合いましょう。 

例② 【とるとるカード！】（防災かるた） 

※「かるた」に似たルールです 
 

１）人数の目安 

3～6 人（1 グループ） ※そのうち 1 人が読み上げます 

 

２）進め方 

① Ｄと書かれたカードを「かるた」の「読み札」にします。 

 

② 残りのカード（Ａ～Ｃ）をテーブルに並べ「かるた」の

「取り札」にします。 

 

③ 読み上げ係が、Ｄのカードに書かれたコメントを読み上げ

ます。 

 

ほかのプレイヤーは、読み上げられたコメントと同じ組のカードを素早

く取ります。 

カードは、プレイヤーがＡＢＣをバラバラに取ることができます。一人

のプレイヤーが一度にＡＢＣの３枚を取ることもできます。 

 

取ったプレイヤー全員で、ＡＢＣカードのコメントとＤカードの「！」マ

ークコメント（避難するための注意事項）を声に出して読み上げて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 一番多くカードを取ったプレイヤーが勝ちとなります。 

 

３）振り返り 

・ 並べられたＡ～Ｄまでのカードをもとに、水害や津波から気をつけるこ

と、逃げるための注意事項について、気づいたことを話し合いましょう。 

  

例③ 【だいじょうぶでは ありません！】（防災ババぬき） 

※トランプの「ババぬき」に似たルールです 
 
１）人数の目安 

6～8 人（1 グループ） 
 
２）進め方 
① プレイヤー全員に、同じ枚数のカードを配ります。 

このとき、「これぐらいならだいじょうぶかも・・・」
カードも１枚混ぜて配ります（トランプのジョーカー
の役割です）。 
 

② おなじ組のＡＢＣＤカードのうち、２枚のカードをペアカードとして、テ
ーブルに置くことができます。（プレイヤー全員が見える場所に置いて下
さい） 

 
（ペアカードの例１：「すいがい１」の組 「Ａ」と「Ｃ」） 
（ペアカードの例２：「つなみ３」の組  「Ｂ」と「Ｄ」） 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ じゃんけん等で最初の人が、隣の人のカードを引きます。ペアとなるカー
ドが引ければテーブルに置きます。 

 
④ これらを繰り返し最初に手持ちカードが無くなったプレイヤーから抜け

ていき、最後に「これぐらいならだいじょうぶかも・・・カード」が手元
に残ったプレイヤーが負けです。 
負けたプレイヤーは最後に「だいじょうぶでは ありません！」と言って
下さい。 

 
３）振り返り 
・ 並べられたＡ～Ｄまでのカードをもとに、水害や津波から気をつけるこ

と、逃げるための注意事項について、気づいたことを話し合いましょう。 



「防災教育カードゲーム」のバナー設置について

国交省ＨＰのトップページの一番下

防災教育ページへ

・国交省ＨＰのトップページから行ける「防災教育ページ」内に
「防災教育カードゲーム」のバナーを設置しました。



トップページから
「防災教育ページ」
に飛びます！

「防災教育カードゲーム」のバナー設置について

・防災教育カードゲーム
のバナーを設置！

・カードゲームの
カード・遊び方
をダウンロードできます！



「防災教育カードゲーム」のダウンロードについて

・防災教育カードゲーム
のバナーから
ダウンロードのページに
飛びます！

「遊び方」を
ダウンロードできます！

「カードのデータ」を
ダウンロードできます！



 
 
  

 
平成 30 年 4 月 3 日 

水管理・国土保全局 
 

洪水情報の緊急速報メール配信をすべての国管理河川に拡大します！  

～洪水時における住民の主体的な避難の促進に向けて～ 
 
 
 
 

 

※１ 「洪水情報」とは、指定河川洪水予報の氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レベル５） 

の発表を契機として、住民の主体的な避難を促進するために配信する情報です。 

※２ 「プッシュ型配信」とは、受信者側が要求しなくても発信者側から情報が配信される仕組みです。 

 

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づき、洪水時に住民の主体的

な避難を促進するため、平成２８年９月から洪水情報のプッシュ型配信に取り組んでおり

ます。 

現在、国管理河川６８水系４１２市町村で運用しているところですが、本年５月１日か

ら、以下のとおり配信対象のエリアを拡大します。 

１ エリア拡大開始日 

平成３０年５月１日（火） 

２ 配信対象 

国が管理する全１０９水系の７１２市町村（別表による） 

３ 配信対象者 

配信対象エリア内の携帯電話等（NTT ﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む）） 

のユーザーを対象 

４ 配信する情報 

  対象河川において、「河川氾濫のおそれがある(氾濫危険水位に到達した)情報」 

及び「河川氾濫が発生した情報」を配信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同時 

発表 

北海道開発局／東北／関東／北陸／中部／ 

近畿／中国／四国／九州地方整備局 

 

平成３０年５月１日より、緊急速報メールを活用した洪水情報※１のプッシュ型配信※２

のエリアを、すべての国管理河川（１０９水系）に拡大します。（現在６８水系） 

配信エリア拡大について 

kt692029
テキストボックス
資料７－５

kt692029
長方形



５ 留意事項 

・携帯電話事業者毎の基地局や通信システムの関係により、配信対象となる市町村よりも

広範囲のエリアに緊急速報メールが送信されることがあります。 

・携帯電話等の電源が入っていない場合や、圏外、電波状況の悪い場所、機内モード時、

通話中、パケット通信中の場合は受信することができません。 

・ご利用の機種により、緊急速報メールに対応していない場合があります。 

・緊急速報メールを受信するために、受信設定が必要な場合があります。詳細については、各

携帯電話事業者のホームページよりご確認ください。 

NTT ドコモ：https://www.nttdocomo.co.jp/service/areamail/compatible_model/index.html 
KDDI･沖縄セルラー：https://www.au.com/mobile/anti-disaster/kinkyu-sokuho/enabled-device/ 

ソフトバンク：http://www.softbank.jp/mobile/service/urgent_news/models/ 

ワイモバイル：http://www.ymobile.jp/service/urgent_mail/ 

６ 「洪水情報の緊急速報メール配信」イメージ 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

（全般）水管理・国土保全局 河川計画課 河川情報企画室 企画専門官 秋葉雅章 

代表 03-5253-8111 （内線）35392 直通 03-5253-8446 FAX03-5253-1602 

    水管理・国土保全局 河川環境課 河川保全企画室 企画専門官 宮本健也 

（内線）35462 直通 03-5253-8448 FAX03-5253-1603 

    水管理・国土保全局 河川環境課 水防企画室 課長補佐 望月嘉徳 

（内線）35454 直通 03-5253-8460 FAX03-5253-1603 

    大臣官房 技術調査課 電気通信室 課長補佐 大坪祐紀 

（内線）22374 直通 03-5253-8223 FAX03-5253-1538 

 


